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研究成果の概要： 
２層系ν＝１量子ホール状態は，２次元空間の特殊性から単独電子がボーズ凝縮した状態と考

えることができる．従って超伝導におけるジョセフソン効果に類似する現象が期待でき，その

現象を捉えることは量子ホール状態がボーズ凝縮状態であることを検証することになる．我々

は２層系ν＝１量子ホール状態における新しい状態の面内磁場に対する伝導特性の異方性測定

を行い，擬スピン・ソリトン格子相であることを明らかにし，量子ホール状態がボーズ凝縮状

態であることを検証した． 
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１．研究開始当初の背景 
 
２層系ν＝１量子ホール状態に面内磁場を
加えることによって，面間の位相差を変え
る実験を行い，整合相と呼ばれる状態と非
整合相と呼ばれる状態の間に，磁気抵抗の
増加する新しい状態があることを見いだし
た． 
 
２．研究の目的 
 
本研究では，２層系ν＝１量子ホール状態で

発見した擬スピン・ソリトン格子相と考えら
れる新しい状態について，その本質を明確に
する． 
 
３．研究の方法 
 
面内磁場に対する伝導特性の異方性，磁化測
定，マイクロ波実験，光散乱実験などを行い，
新しい状態の本質を明らかにする． 
 
４．研究成果 

２層系ν＝１量子ホール状態における新し



い状態の面内磁場に対する伝導特性の異方

性測定を行い，図に示すように，明らかな異

方性を示す結果を得て，新しい状態が擬スピ

ン・ソリトン格子相であることを明らかにし

た． 
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